様式１　　　　　　　　　平成３０年度　小林市立紙屋中学校　自己評価書

                           　　　　  ４段階評価 ｜　４：期待以上　　３：ほぼ期待通り　　２：やや期待を下回る　　１：改善を要する　
	 学校経営
 ビジョン

	生きていることに感謝し、夢に挑戦する強い心をもち、夢の実現のためによりよきものを求める生徒を育成する。そのために、
　①「校時程の工夫による確かな学力の育成、ＩＣＴを活用した分かる授業の充実」
　②「命の大切さを知り、思いやりの心や感謝の心を育成する教育」
　③「体育的行事や放課後の運動などを通した体力作り、安全教育と食育指導の充実」
　 に全職員で取り組み、生徒・保護者・地域から信頼される学校づくりを目指す。

	


	項目

	本年度の重点目標と目標達成
のための手段
	具体的な取組


	自己評価
	結果の考察・分析および改善策等

	
	
	
	項目
	総合
	

	学
力
向
上

	①  ミニ授業やテスト対策への時間の工夫。 
	①  ミニ授業（朝自習）を計画的に行う。
	３．４
	３．０
	　ミニ授業（朝自習）や昼休み、放課後の個別指導等の対策を取り、学力向上につながった。生徒は、校内テストで良い点数が取れるように努力したと答えた生徒が多かったが、計画的に家庭学習に取り組む姿勢には個人差が大きく、改善する必要がある。

	
	
	②  テスト対策の時間を有効に活用し、学力アップに取　り組む。
	２．９
	
	

	
	②  基礎・基本の定着と分かる授業の構　築。


	③  校内テスト70点以上の生徒の割合70％を達成す　　る。
	３．３
	
	　テストに向けて努力したと答えている生徒が多かった。また、学校でもテスト対策のプリントを作成するなど、ある程度の準備をさせてきたが、保護者は、学習に取り組む姿勢に甘さがあるという回答が多かった。テスト対策に向けて授業のみならず、家庭との連携を深める必要がある。

	
	
	④  テスト結果を分析し、改善するための工夫をする。
	３．１
	
	

	
	③  ＩＣＴ機器の効果的な活用。

	⑤  ＩＣＴ機器やデジタル教科書の効果的な活用を行　　う。
	３．１
	
	　授業のおけるＩＣＴ（デジタル教材やインターネットなど）の活用については、タブレットの導入を念頭に置き、更に効果的な活用に取り組んでいく。

	
	④  個に応じた指導と家庭学習の充実。

	⑥  個に応じた授業や指導を行う。
	３．４
	
	　個に応じた授業の組み立てや個別指導は、それぞれの教科で努力できた。学校で行わせる学習では、生徒が粘り強く課題に取り組む姿も見られた。ただし、家庭学習では、保護者の評価は、そこまで高くない。学習計画を立て、自主的に学習に向かう習慣づくりを行っていく必要がある。

	
	
	⑦  「家庭学習の手引き」の活用と、家庭学習の充実を　図る。
	１．６
	
	

	豊
か
な
心

	①  道徳の時間の充実。


	①  道徳の授業の完全実施により、道徳的な心情・判断　力・実践意欲と態度などの道徳性を養う。
	２．３
	３．０

	　道徳の教科化である「特別の教科道徳」が来年度から完全実施となることを受け、道徳の時間をしっかり確保し、先進校の研究を参考に充実を図っていく。

	
	②  言語環境の整備と基本的生活習慣の　推進。
 　


	②  思いやりのある言葉遣いで接し、率先してあいさつや　声かけを行う。
	３．３
	
	　学校では、あいさつができるが、家庭では不十分な面が見られる。親しい関係の中でもきちんとしたあいさつが大切であり、場に応じた言葉遣いやあいさつができるように家庭と連携して教育していきたい。
　校則やルールはきちんと守られている。

	
	
	③  校則や社会のルールを守らせる指導を行う。
	３．２
	
	

	
	③　地域と連携を図った勤労体験の充　　実。
	④  地域の方と連携を図った勤労体験を行う。

	３．３
	
	　年間を通して、地域の方々のご協力をいただき、勤労体験的な活動ができたことに感謝する次第である。

	
	④  生徒会活動の活性化。  

	⑤  生徒会役員や学級役員を動かすための手立てをと　　る。
	３．１
	
	　生徒、保護者は高い評価となっているが、教員はまだ、自主的な活動ができると期待している。


	
	⑤  ボランティア活動の充実。

	⑥  花の苗移植などボランティア活動に積極的に取り組むような手立てをとる。
	３．０
	
	　ボランティア活動は、積極的にできている。台風による雨漏り被害では、生徒が大きく貢献してくれた。


	体
と
健
康

	①　運動を通した体力作り。

	①  体育的行事や放課後の運動などを通して、体力向上　に取り組む。
	３．１
	２．８

	  校内駅伝大会や運動会、放課後の活動によって、自分自身の体力向上や技術的なスキルアップを図ることができた。自力登校についてもできており、小学校時代から、保護者が意識をもって送り出している。

	
	
	②  自力登校するよう、常に指導を続ける。
	２．８
	
	

	
	②  病気の早期治療や日々の安全点検な　ど危機意識の充実。

	③  治療率100%を目指す。
	２．３
	
	　おおむね安全な生活ができている結果となっている。ただし、地域の危険箇所や校内の安全点検については、今後も定期的に点検を行っていく。
　治癒率の評価が低いのは、むし歯の治療が終わっていない生徒がいるためである。保護者への働きがけや学級担任の呼びかけなど行っていく。　

	
	
	④  安全点検を計画的に実施し、危険箇所を確認してお　く。
	３．０
	
	

	
	③  家庭や地域との連携の充実。


	⑤  家庭や地域と、保健安全面での情報交換を常に行う。
	３．０
	
	　養護教諭が「ほけんだより」を定期的に作成、配付しており、保健安全面の啓発に取り組んだ。


	家
庭
と
の
連
携

	① 弁当の日を核とした食育指導の推進。 

	①  給食指導を行い残食０に取り組む。
	３．９
	３．４

	　給食は残菜０であり、どの学年もしっかり取り組むことができている。好き嫌いなく食べることについては、２年生の意識が高いようである。弁当の日の保護者の協力に感謝している。弁当の写真を掲示するなどして啓発している。

	
	
	②  弁当の日に積極的に関わり食育への関心を高める。
	３．３
	
	

	
	②  田植え・稲刈り等の体験を通し、「食」　への感謝の気持ちの育成。

	③  田植え・稲刈りに積極的に取り組ませる指導を行　　う。
	３．６
	
	　1年を通して稲作の文化を体験させることができた。保護者、生徒ともに食への感謝の気持ちも高まっているという結果となった。学校では、更に生徒の内面に響くように工夫していきたい。　

	
	
	④  「食」への感謝の気持ちを持たせる工夫をする。
	２．９
	
	
	

	
	③　地域の農畜産経営者との連携。　

	⑤  地域の方と連携した「収穫」の喜びを味わわせる取　組を行う。  
	３．２
	
	　地域と連携した活動では、生徒の達成感は高い。「収穫」の喜びについては、収穫するまでの苦労が感じられる指導や体験が必要である。
	

	
	④  衛生管理の徹底を図る。

	⑥  生徒の日常生活から健康管理に関する指導を行う。

	３．２
	
	　お茶うがいなど学校では意識を高める活動を行った。家庭との連携によって更に向上させたい。

	そ
の
他
	
	
	
	
	


	次年度の
方向性に
ついての
校長所見

	【知育】　朝自習におけるミニ授業や、昼休みや放課後行っている個別指導は学力向上につながる効果的な活動であり、今後も継続している。また、各種テスト対策における学習は、学校と家庭が連携して生徒の計画的な学習を促していきたい。小林市では、ＩＣＴの整備が進められている。今後、ＩＣＴ教材を活用した授業に積極的に取り組んでいきたい。
【徳育】　道徳の時間はもとより、さまざまな行事を通して、お互いを認め合う心情が育っている。また、人権教育での参観授業の実施や保護者から感想をいただく活動を通して、学校と家庭が連携して生徒たちの人権感覚を高めることができた。今後は、道徳の教科化により、道徳教育の充実を一層追究していかなくてはいけない。その中で、命の大切さについては、全職員で教育活動全般を通して、意識付けを図っていきたい。

【体育】　体育的行事の運動会や校内駅伝大会に向けて練習する中で、体力向上に取り組むことができた。また、部活動や陸上クラブの練習を通して、体力づくりが進んでいる。むし歯の治療など治癒率１００％を達成させるには、保護者への働きかけを養護教諭のみならず、学級担任や部顧問など連携して行う必要がある。
【食育】　給食は常に残菜０であり、給食センターも喜ぶほどである。残さず食べるということは、食育や体育の面でとても大切なことであり、継続してほしい。また、徳育との関連で、稲作を通した活動は、日本古来の伝統を体感させ、地域の方々との触れ合いの場ともなっており、教育的意義は大きい。今後も続けていきながら、維持管理面で生徒たち自信でできる活動を増やせないか検討したい。


